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共催展「春日大社名宝展」

6月27日（火）"--'7月30日（日） 新館

主催：奈良国立博物館、春日大社

後援：読売新聞大阪本社、読売テレビ

よみがえ

特別展「甦る正倉院宝物

ー復元模造にみる伝統美一」

8月19日（土）,----.,,g月24日（日） 新館

主催：宮内庁正倉院事務所、奈良国立博物館、

朝日新聞社

後援：日本工芸会、 NHK奈良放送局

協力：東京回立博物館ほか

協賛：近畿日本鉄道

平常展「仏教美術の名品」

6月27日侠）～ 本館

月曜日休館

午前9時～午後4時30分

（入館は4時まで）

（写真説明〕

鹿島明神影向図（春日大社蔵） 南北朝時代（永徳 3年=1383) 
たけいかづちのみこと

春日第一殿の祭神である武姿槌命が常陸国の鹿島より二人の随神を
ようごう

従え、神鹿にのって御蓋山に影向する場面を描いたもの。ヒ方に祖と入円

鏡を描き、鎧中には春日大社の本地仏を表している。古い軸木銘により、

永徳3年(1383)に南都絵所絵師二条英印によって描かれたことがわかる。



共催展「春日大社名宝展」
6月27日図~7月30日（日） 新館

春日大社は、平城京の東端、三笠山の山麓に社殿を構えるわが国有数の神社です。

平城遷都 (710)後まもなく、藤原氏は鹿島神宮、香取神社の両社を勧請し、これに祖

神平岡神、比売神の二柱を加えた四神を御蓋（三笠）山の山頂に祭祀しました。その

後、神護景雲二年 (768)には山麓に社殿が整えられ、藤原氏の氏神として、同じく藤

原氏の氏寺である興福寺とともに尊崇されました。とりわけ平安時代には、摂関家の

春日詣はもとより、天皇・上皇・皇族の春日詣が盛んに行われて繁栄を極めるととも

に、また中世には武士たちによって厚い信仰を受けました。そうした信仰の中で制作

され、あるるいは奉納された芙術は、優雅な王朝美術をよく伝えています。

今回の特別展は、折しも本年行われる二十年に一度の式年造替にあわせて開催する

もので、春日大社に伝来した名宝の数々を、関連優れた文化財とともに一堂に集めて

展示するものです。

特別展「甦る正倉院宝物ーー復元模造にみる伝統美一」
8月19日(±)~9月24日（日） 新館

正倉院宝物は、わが国が世界に誇る奈良時代の文化財であり、その華麗な宝物は毎

秋の「正倉院展j において常に人々を魅了しています。こうした宝物は、とくに明治

時代の殖産興業政策にともなう工芸振興の流れのなかで、その技術の調査・研究が行

われ、帝室技芸員らの優れた伝統工芸作家によって修復や模造制作が進められてきま

した。また優れた宝物は、工芸作家の創作意欲をかき立て、模作をとおして正倉院宝

物への技術挑戦が続けられました。一方、近年には、正倉院事務所によって科学的調

査を加味した宝物の精査が続けられ、その成果に基づいて当初の宝物の姿を再現する

復元模造も進められ、いわゆる人間国宝らをはじめとする優れた工芸作家がこれら携

わってきました。この特別展は、明治以来の宝物模造の中でもとくに優れた作品と、

正倉院事務所による復元模造品を一堂に集め、わが国の優れた伝統工芸の一端を紹介

しながら、作品をとおして住時の華麗な宝物の姿に迫ろうとするものです。

0本宮御料古神宝のうち蒔
絵箪（部分）

平常展「仏教美術の名品」 6月27日侠）～ 本館

当館で収蔵・保管する館蔵品・寄託品の中から、国宝・重要文化財を含む多数の仏

教関係の優品を展示し、仏教が伝来した飛鳥時代から連綿と続く多彩な美術を紹介し

ます。本館は、各種の仏像の時代展示と、寺院出土の遺物や瓦などを展示。新館は、

仏像•仏画を大乗仏教、密教など種類•主題別に展示するほか、経典や仏教関係の文 螺釧紫檀五絃琵琶

書、仏堂の装飾や、仏の供養に用いるための様々な仏具を展示しています。

本館
講堂入口

lF 

新館入口

新館
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正面入口

- ...... . 

木上地下適路（本館へ）
（ミュージアムショップは1階東側、ハイピジョンギャラリーは入□西側にあります）



主な展示品

6月27日侠）~ 6月27日侠）～
1、2、9~13室 〔4室〕百済出土古瓦、高句麗出土古
【飛鳥時代】◎銅造誕生釈迦仏像（正瓦（当館）、平隆寺出土古瓦、新堂廃
眼寺）、◎銅造弥勒菩薩半珈像（神野寺出土瓦（大阪府教育委員会）、向原
寺）【白鳳時代】◎銅造観音菩薩立像寺出土古瓦（橿原考古学研究所附属
七I(金剛寺）、◎銅造誕生釈迦仏像（悟博物館）、御所市上増出土古瓦、中宮
真寺）、〇銅板法華説相図（長谷寺出土古瓦（中宮寺）、巨勢寺出土古
寺）、◎木造菩薩立像（金竜寺）【奈良瓦、山田寺出土古瓦（奈良国立文化財
時代】 0乾漆十大弟子立像のうち舎研究所・橿原考古学研究所附属博物
利弗・目撻連像（興福寺）、＠乾漆八館）、善正寺出上古瓦、 /II原寺出土古
部衆立像のうち緊那羅像（興福寺）、 瓦（奈良国立文化財研究所）、紀寺出
月 ⑥木心乾漆義淵僧正坐像（岡寺）、◎ 土古瓦（当館）、南滋賀廃寺出土古瓦
木造十一面観音立像（薬師寺）【平安 （個人・当館）、山村廃寺出土古瓦（当
時代】◎木心乾漆阿閑如来坐像（西大館）、慈光寺出土古瓦（火雷神社）、
寺）、◎木造十一面観音立像（地福本薬師寺出土古瓦（当館）、河内寺出
寺）、〇木造薬師如来立像（元興土古瓦（大阪府教育委員会）、大官大
寺）、◎木造如意輪観音坐像（当寺出土古瓦（奈良女子大・当館）、興
館）、◎木造千手観音立像（園城福寺出土古瓦（当館）、平城宮跡出土
寺）、◎木造十一面観音立像（勝林古瓦（当館）、東大寺出土古瓦（当
寺）、◎木造日羅立像（橘寺）、〇木館）、唐招提寺出土古瓦（唐招提
造薬師如来坐像（当館）、◎木造十一寺）、秋篠寺出土古瓦（秋篠寺） (5 
面観音立像（当館）、◎木造十一面観室〕山村廃寺出土蓮華文鬼瓦、薬師寺
音立像（海住山寺）、◎木造弥勤仏坐出上鬼神文鬼瓦（京博）、◎大安寺出
像（東大寺）、◎木造十二神将立像土鬼面文鬼瓦、中山瓦窯出土鬼面文
（東大寺）、 0木造板彫十二神将像鬼瓦、（当館）、秋篠寺出土鬼面文鬼
（興福寺）、木造阿弥陀如来坐像（東瓦、和歌山・上野廃寺出土隅木蓋瓦
大寺）［鎌倉時代】 0木造法相六祖 （当館）、山田寺出土梧先瓦（当

八 I
坐像のうち行賀像（興福寺）、◎木造館）、大阪・新堂廃寺出土桓先瓦（大
多聞天立像（当館）、◎木造広目天立阪府教育委員会）、楢池廃寺出土桓先
像（興福寺）、木造弥耽菩薩像（林小瓦、〔6室東〕方形阿弥陀三尊塘仏（当
路町）、◎木造地蔵菩薩立像（東大館）、川原寺裏山出土方形三尊鴻仏
寺）＜写真＞、◎木造地蔵菩薩立像 （明日香村）、橘寺出土火頭形三尊填
（長命寺）、◎木造愛染明王坐像（当仏（当館）、三重・天花寺出土方形三

月館）、銅造不動明王立像（天ヶ瀬尊博仏（当館）、三重・夏見廃寺出
組）、◎木造千手観音立像（妙法土塘仏（当館） (3室〕鳳凰博（南法華
院）、◎木造馬頭観音立像（浄瑠璃寺）、川原寺裏山出上緑釉塘（明日香
寺）、◎木造釈迦如来坐像（東大村）、◎元興寺五重塔鎮壇具（元興
寺）、木造如意輪観音坐像（当館）、 寺）、霊安寺塔跡鎖壇具（当館）、定
木造大黒天立像（当館）、木造四天王林寺出土塑像菩薩像頭部（当館）、本
立像（霊山寺）、◎木造閻魔王椅像薬師寺出土塑像頭部（薬師寺）、滋賀
（金剛山寺）、◎木造聖徳太子立像 ・雪野寺出土塑像断片、◎石製九輪
（成福寺）、◎銅造蔵王権現立像（大附金銅風鐸（円証寺）、和歌山・上野
峰山寺）、◎伎楽面（東大寺）、◎舞廃寺出土金銅風鐸（当館）、〇粟原寺
楽面（手向山神社）◎行道面（浄土伏鉢（談山神社）〔6室西〕◎佐井寺僧
寺）、◎木造化仏・飛天（興福寺）ほ道楽墓誌及骨壺（当館）、◎山代忌寸
か 真作及妻墓誌（当館）、行基舎利瓶断

片（当館）、◎出雲荻抒古墓出土品
（当館）、◎青磁鉢附瓦製鉢（正暦
寺） (7室〕銅経筒（平治元年銘）、瑠
璃紐銅宝謹形経筒（当館）、瑠璃紐銅
板製経筒（当館）、銅経筒（当館）、飛
鳥文陶製外筒（当館）、東京・松蓮寺
経塚出土銅経筒（長寛元年銘）（当
館）、同上銅経筒（永万元年銘）、同
上銅経筒（建久4年銘）（当館）〔8室〕
◎藤原道長願経（金峯神社）、◎和歌
山・王子神社経塚出土紙本墨書法華
経（王子神社）、福岡・飯盛山経塚出
土瓦経（当館）、金銅水滴（当館）、銅
合子（当館）、経塚出土鏡（当館）、青
白磁合子・壺（当館）◎伝福岡県出土
経塚遺物（当館）ほか

九

月

春日大社名宝展 ,...__,,7月30日（日）
0本宮御料古神宝のうち箪・琴箱・笏及び笏箱・麿櫛笥及び台・鏡台・飾剣（黒漆平文、柄白
鮫）．飾剣（柄銀打鮫）・飾剣（紫檀地螺釧）・槻弓・梓弓・矢・鉾・金銀幣、 0若宮御料古神宝
のうち弓・矢• 平胡録・狛犬・獅子・磯形残欠・鶴及び樹枝・樹枝・鶴・鶴及び磯形・琴・玉、
0沃懸地獅子文毛抜形太刀、 0金地螺細毛抜形太刀、〇沃懸地酢漿平文兵庫鎖太刀、◎柏木兎腰
刀、◎鉄二十六間四方白星兜鉢、◎鉄十八間二方白星兜鉢、◎黒罪威胴丸、＠籠手（以上春日大

社）、◎黒漆平文冠笥（個人）、◎亀甲蒔絵手箱、◎秋草蒔絵手箱、◎古神宝銅鏡、◎禽獣葡萄鏡、

瑠璃灯篭、御験記型釣燈籠（以上春日大社）、◎金銅春日神鹿御正体（個人）、春日神鹿舎利厨子

（当館）、◎春日神鹿彩絵舎利厨子（不退寺）、四方殿舎利厨子（能満院）、春日鹿舎利容器（春日

大社）、春日宮曼荼羅彩絵舎利厨子（個人）、春日龍珠箱（個人）、春日宮曼荼羅（根津美術館）、

◎春日宮曼荼羅（湯木美術館）、春日宮曼荼羅（南市町）、春日宮曼荼羅（春日大社）、◎春日鹿曼

荼羅（陽明文庫）、鹿島立神影図（当館）、鹿島立神影図（春日大社）、◎春日明神影向図（藤田美

術館）、◎春日本迩曼荼羅（宝山寺）、春日赤童子像（植槻八幡神社）、牛頭天王曼荼羅（春日大

社）、春日権現験記絵（宮内庁三の丸尚蔵館）、春日権現験記絵（春日本）、春日権現験記絵被見

台、絵馬、競馬図屏風、鹿図屏風、飛火野地域遺跡出土品、奈良朝築地塀遺構出土品、本殿廻廊及

び南門付近等出土古瓦、御蓋山経塚出土遺物（以上春日大社）、伊都内親王願文（御物）、古社記、

春日社本地並御託宣記、春日社小神名在所注進文、建保三年御造営之記、文永六年注進状、近衛家

基春日詣文書、後深草上皇院宣ほか、◎春日神社文書（以上春日大社）、春日懐紙（石川県立歴史

博物館）、◎楽所補任、◎楽書、◎舞楽面［新鳥蘇・◎毘裔八仙・◎皇仁庭・◎納曾利・◎地久・

◎散手・◎貴徳鯉ロ・◎採桑老〕（以上春日大社）

◎若宮御料古神宝のうち銀鶴

＠若宮御料古神宝のうち銀樹技・金鶴

7月31日（月）,.._,8月18日（金） 陳列替のため休館

甦る正倉院宝物一復元模造にみる伝統美ー 8月 19 日田~g月 24 日（日）
螺細紫檀五絃琵琶、螺細紫檀玩咸、金銀平文琴、木画二十四絃筆（以上東京国立博物館）、螺鋪荘

笠箱（正倉院）、刻彫尺八、牙横笛、紫檀金銀絵撥（以上東京国立博物館）、木画紫檀双六局（当

館）、双六筒及び賽、墨絵弾弓、赤漆文櫃木厨子（以上東京国立博物館）、黒柿両面厨子（当館）、

紫檀金銀絵挟転（東京芸術大学）、木画紫檀小架（東京国立博物館）、黄金瑠璃釧背十二稜鏡（奈

良女子大学）、金銀平脱八稜鏡、銀平脱鏡箱（以上東京国立博物館）、杜家立成、紫檀金銀絵書几、

天平筆、新羅墨（以上当館）、黒柿蘇芳染金銀山水絵箱、緑地彩絵箱、金銀絵籠箱、四重漆箱（以

上東京国立博物館）、火舎（当館）、金銅合子（東京国立博物館）、子日目利篇・粉地彩絵椅几、子

日手辛鋤・粉地彩絵椅几（以上当館）、金銀釧荘唐太刀（東京国立博物館）、金銅細荘大刀、黄金

荘太刀、金銀荘横刀、黒作横刀〔蕨手大刀〕（以上当館）、呉竹御杖刀（東京国立博物館）、白牙把

烏犀三合鞘刀子、黒漆三合鞘刀子（以上当館）、黒漆十合鞘御刀子（東京国立博物館）、紫檀把黒

漆二合鞘刀子、斑犀把白牙鞘金銅荘刀子、緑牙撥鍍把鞘金銅荘刀子、斑犀把紅牙撥鍍刀子、斑犀把

烏犀鞘刀子、紫檀把牟久木鞘金銅荘刀子（以上当館）、エ匠具〔包丁・鈍〕（以上東京国立博物

館）、伎楽人形く酔胡王・迦楼羅・呉女〉（以上当館）、袈裟箱袋、白純、琵琶袋、天平宝物筆、白

橡綾錦几褥、甘竹篤、雑帯、漆挟試、紅牙撥鍍尺、紅牙撥鍍撥、白檀八角箱、粉地彩絵八角几、漆

彩絵花形皿、紫檀木画箱、蘇芳地金銀絵箱、紺玉帯、螺細箱、螺釧箱啜、花鳥背八角鏡、銀平脱合

子、二彩鉢、磁鼓（以上正倉院）

伎楽人形く呉女＞

9月25日（月）～ 陳列替のため休館

七

月

ノ`

月

九

月

0国宝、◎重要文化財。 展示品は都合により一部変更する場合があります。



奈良国立博物館開館百年（三）

昭和22年5月3日、新憲法が発布された日に、奈

良帝室博物館は宮内省の管理から文部省所管の博物

館となり、国立博物館奈良分館として発足すること

となった。これにともない、従来奈良帝室博物館に

置かれていた正倉院掛は、宮内府所管の正倉院管理

署となり、博物館とは別組織となった。したがって

この秋行われた第 2回正倉院展が、現行と同じ両機

関協力しての開催の始めである。

文部省の所管となった博物館は、この機会に保存

と展示を一体化する機構改革と組織の拡充がはから

れた。さらに昭和24年 1月26日の早朝に起こった法

隆寺金堂の失火は、文化財保護施策の抜本的改革を

促す契機となり、昭和25年には新たに文化財保護法

が制定され、文化財保護に関する行政の体制も全面

的に改革された。文部省の外局に文化財保護委員会

が新設され、当館もその付属機関となり、昭和27年

7月には東京国立博物館の分館から独立して奈良国

立博物館となった。当時の展示は、東博の傘下を離

れたために、館蔵品がほとんどなく、南都の社寺を

中心とする優品の寄託に頼ったものであった。

しかし、昭和30年代になると、こうした展示にも

大きな転換期がもたらされる。当時の文化財の保管

状況が、明治以来の博物館に寄託・保管する方法か

ら、国が各社寺の収蔵庫の建設を援助し、現地で管

理する方法に徐々に向かい、寄託者である有力寺院

から文化財の返還が相次いで申し込まれたのである。

興福寺の阿修羅像や仏頭、秋篠寺の伎芸天が相前後

して返還されたのはその一例である。

こうした中で、当館は従来の名品展示から、仏教

美術の鑑賞と研究に資するために、仏像・絵画・エ

芸などの各分野にわたって時代の変遷順にわかりや

すく、しかも系統別に展示する新たな構想を示した。

その指針は特別展「仏教美術の入門展」で示される

とともに、平常展「仏教美術の入門」に踏襲され、

その方向は基本的に今日まで継承されている。

昭和43年6月15日に文化庁が発足し、これにとも

なって文化財保護委員会は廃止され、当館は文化庁

教・密教・禅宗・垂迩に区分し展示が行われた。さ

らに昭和53年には両館の開館と改修工事完了を記念

して、特別展「日本仏教芙術の源流」展が開催された。

また、昭和54年から56年にかけては、本館と新館

をつなぐ地下連絡路の工事が竣工、通路の片面68メ

ートルに陳列窓が設けられて、仏像の見方・制作技

法等を示す各種の写真パネルや模型が制作・展示さ

れてオリエンテーションに活用されている。

昭和55年には、 20年以上親しまれていた釈迦・大

乗仏教・浄土教・密教・禅宗・垂迩の各関係文化財

に区分・構成されていた平常展を見直し、分野ごと

の展示を優先して、本館では「仏像の変遷と技法」（彫

刻）、「出土した古代仏教の遺品」（考古）、新館では「仏

像•仏画の世界」（彫刻・絵画）、「仏の荘厳と供養」（エ

芸）、「仏典・墨跡・文書の世界」（書跡）のテーマに

まとめられた。

こうして平常展における今日の展示構成が確立し

たが、現在建設中の第二新館が開館する際には、ま

た新たな展示構想のもとで、リニューアルした「開

かれた親しみやすい」奈良国立博物館の姿を見て頂

けるはずである。

竣工当時の新館（昭和新館）

の施設等機関として活動することとなった。そして、 最後に、仏教美術資料研究センターについて触れ

昭和47年 3月には、昭和29年度以降永年にわたって ておきたい。新館の東側に位置する建物は、 1日奈良

要望してきた昭和新館が竣工し、待望の陳列館新館 県物産陳列場（明治35年3月完成。関野貞設計）で

が実現した。基本設計は、東京芸術大学教授吉村順 昭和58年に当館の付属施設として所属替えを受け、

三氏で、建面積1,620平方メートル、延面積5,856平 重要文化財に指定、同59年より保存修理工事と改修

方メートル。空気調和施設を完備し、最新式の展示 工事が行われて、同63年にセンター庁舎として竣工

ケースを設けた近代的設備を備えたものである。ま した。仏教美術に関する調査研究資料の作成・収集・

た、昭和49年から53年にかけて、本館に空調設備等 整備・保管と、関係する図書・模写・模本・拓本及び

を設けるための改修工事が行われた。そして、両館 写真の公開を主目的としており、現在も継続して内

を使っての平常展では、「仏教美術の大観」のテーマ 容の充実が図られている。（現在、毎水・金曜日に開

のもとに、各部門が総合して釈迦・大乗仏教・浄土 館） （終）



公開講座 特別展「甦る正倉院宝物一復元模造にみる伝統美 」

8月26日田 匠たちの言いのこしたこと 奈良学研究家青山 茂

9月2日山 正倉院事務所における復元模造 宮内庁正倉院事務所保存課長木村法光

9月9日仕） 漆彩絵花形皿の模造について 璽要無形文化財保持者塩多慶四郎

9月16日（土） 近代工芸の中の正倉院宝物模造

午後1時30分より、講堂で開催。午後1時開場、先着120名。聴講無料。

ギャラリートーク

7月12日（水） 春日権現験記絵

8月9日（水） 古代の墳墓

9月13日（水） 甦る正倉院宝物

普及室長関根俊一

学芸課長河原由雄

主任研究官前島己基

工芸室長阪田宗彦

午後2時より、陳列室で開催。入館者は自由に聴講できます。原則的に毎月第2水曜日に開催。

親と子の文化財教室

平成 7年度く平安時代の歴史と美術〉 主催・当館後援・奈良県教育委員会

7月8日(±)「マンダラの世界」 美術室長梶谷亮治

8月5日仕）「ふしぎな姿の仏像たちー密教の仏像（東寺）」 仏教美術研究室長松浦正昭

9月9日出「平安時代の工芸品」

〈対象〉小学 5·6 年生、中学生および保護者等。児童•生徒のみの

参加及び定員に余裕のある場合は高校生の参加も可。

〈時間〉午前10時から12時。

〈場所〉当館講堂・展示室ほか（現地見学もあります）。

く定員〉 50名（先着順）。

〈参加費〉無料（入館料とも）。

ただし見学料金が必要な場合があります。

〈申込方法〉往復はがき（または電話）で、住所・氏名・学校名・

学年・電話番号・同伴する保護者等の氏名・実施日とを記入のうえ、

〒630奈良市登大路町50 奈良国立博物館 親と子の文化財教室係

云0742-22-7771までお申し込み下さい。

ハイビジョンギャラリー（新館 1階ロビー）

工芸室長阪田宗彦

ハイビジョンによる臨場感あふれるクリアーな映像と、わかりやすい解説で文化財の紹介をし

ています。現在、「奈良国立博物館の名品」を、彫刻・絵画・工芸・考古・書跡の各分野で製作を

進めており、順次放映してゆく予定です。

八窓庵茶室の公開

〈公開日〉 新館開館中の毎週木曜日（ただし雨天の場合は公開しません。）

〈公開時間〉午前10時より午後3時まで（入館者は自由に見学して頂けます。新館南側の扉より

お進み下さい。） 茶室の使用については、当館管理課までお問い合わせ下さい。

開館時間 午前9時より午後4時30分まで（入館は午後4時まで）

休館日 月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合は開館し、翌火曜日が休館）

観覧料金 毎月第2・4土曜日は、小・中学生無料（春日大社名宝展は平常展料金）。
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